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にお け る生 活の 共 同 性 と 分 離 の 状 況
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Eし的 ： 四 世 代家 族 に お け る生 活 の共 同 性 と 分 離 の状 況 を 、 事 例 調 査 によ り 居 住 形 態 と生

活 設 備 ・ 施 設 、家 計 。 家 事 労 働 の側 面 か ら 検 討 す ると と もに 、 家 族 員 が現 在 の 暮 らし に対

し て ど の よ うな 満 足 感 や 生 活 分 離希 望 を も っ てい る か を 明 ら か にし た 。

方ft ： 昭 和62 年 ７ 月 と63 年 ７ 月 に 、静 岡 県 志 太 郡岡 部 町 朝 比 奈 地 域 の四 世 代 家 族 に 対し

て 、 訪 問 面 接に よ る 事 例 調 査 を 実施 し た 。 本 研 究 の分 析 対 象 者 は 、11 事 例のG   ,祖 父 ２人 、

G   ,祖 母 ８ 人.     G  1父 ９ 人 、G      2母11 人 、G     3夫10 人 、G   s妻11 人 の 計5  1人 で あ る 。

結 果:    ① 生 活の 共 同 性 と 分 離 の 状況 は 、【 居 住形 態 はG    ,とG      3     ・ G     4が 母 屋 、G   ,万が 別 棟

の Ａ タ イプ 、家 計 不 分 離 、 食 事共 同　】【 居 住形 態はG   ,・G   Iが 母 屋 、G      3・ G   ,が 別 棟 の Ｂ

タ イプ 、家 計不 分 離 、 食 事共 同　】【　居 住 形 態B タ イ プ 、家 計 分 離 、 食事 共 同　】【居 住形

態B    タ イ プ 、家 計 分 離 、 朝 食 の み分 離　】【 近 居　】の５ つ の タ イプ に 分け ら れ る 、 ② 現 在

の 暮 らし にG   ,とG    全̂ 員 が「 非 常に 満 足 」し,    G  ,夫 の 満 足!S  も 高 い 。し か し 、 半 数 のG   ,

妻 は 「 少し 不 満 」「 多い に 不満 」と 感 じ 、 世 代間 で の 生 活 分 離 拡 大 を 希望 し て い る 。(B) G   3

妻 が 現 状 に 満足 し て い る 事 例に は 、専 業 農 家 で 、G     3妻 が 農 業 者･、「サ イフ の ヒ モ 」所 有 者、

家 事 担 当 者と し て 重 要な 役 割を 果 た し て い る ケ ー ス 、世 代 間 に 生じ た 収 入 、勤 労 観 、 生 活

様式 、生 活 時 間 の ず れ に 合 わせ た 生 活 分 離 が 行 われ 、し か もG      3妻 が 四 世代 同 居 をプ ラ ス

と 考 えて い る ケ ース が あ る. ④ 専業 農 家 で あ る がG   ,妻 は 専 業 主 婦 、 「サ イフ の ヒ モ 」 を

G   ,母 が 所 有 す る 兼 業 農 家 、G      3妻 がG   ,祖 父 母や 身 体障 害 者 の 介 護 を 担 当 、G   ，妻 が 食 生 活

や 価 値観 の ず れ を 大 きく 感じ て い る 場 合 、G   ,妻 の 満 足 感 は 低 く 、 生 活 分離 を 希 望 す る 。

A 47 老人 ホ ー ムにお ける 入所 者 と家族 の 関係 お よび 施設 の対 応
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《目的 》 家 庭に おけ る老 人 介護 能力 の限 界が 指 摘 される 中 で、老 人 ホ ーム など の施 設拡 充が 叫ば れ

て い る。し か し、 い かに 施設 の設 備や 機 能が 向上 し よう とも 、老 人の 精神 的 な支 えと して 家 族の果 す

役割 を無 視す るこ と はで きない 。 本研 究 におい て は、老 人 ホ ー ムにお ける 入所 老人 と家 族 の関 係 の現

状 をと らえ る と共 に、 施設 が両 者 の関 係の 中 でど のよ うな 役割 を担 っ てい るの かを 明 らか に する。

《方 法》 全国 の 特別 養護 老人 ホー ム1979 か所 の うち､ 大都 市165 施 設 、中小 都市281 施設､ 郡部225 施

設 、計671 施 設を 対 象に1989 年11 月６日 から11 月25  0 に かけ て郵 送に よ る質 問紙 法に よ り調 査を 行 った 。

回 収数 は444 、 回 収率 は66.2% で ある 。 調査 票の 記入 は施 設長 あ るい は主 任指 導 員に お 願いし た 。

《結果)    （D 入 所老人 の 特性 一一一 入 所者 の平 均年 齢 は80.6 歳、 男78.7 歳 女81.3 歳 。　―施 設 当た

り の入 所者 数の 平均 は 男20.9 人 女56.1 人 、 計77.0 人 であ る。 平均 在 所期 間は 男42.0 か 月 女46.8 か 月。

退所 する 理 由は7i.G% が死亡 に よる も のであ り 、家 庭 復帰 は5.IX と な ってい る 。（2 ）老 人 と家 族の 関

係- 一一家 族 の面 会は「月1､2 回」とい う老 人 が35.5% で 最も 多い 。盆 や暮 れ に帰宅 する老 人 はー 施設 当

たり15 人 前後 で ある が､ 大 都市 にあ る 施設 ほ ど帰宅 者 の数 は少 ない 。最 近5 年 間 くらい の 間に 老人 と家

族 の’関係 が「 より緊 密 にな った 」と答 えた 施 設は35.7X 、「より 疎遠 に な った」は16.5% であ った 。（3 ） 施

設 の対 応･ 配慮- 一一 老人 と 家族 の関 係を よ り緊 密に する た めに施 設 は老 人が 家 族と 直接 連絡 を 取る よ

う 勧め援 助し た り、 老人 が家 族 の状 況を 理解 する よ う促 し ている 。家 族 に対 し ては､ 面 会や 宿泊 を 依

頼し､ 施設 の行 事や 生 活を理 解 して もら い､ 積 極的 に 参加 する よう 勧 めてい る 。9 割 以上 の施 設が 家 族

宛に 入所 者 の近 況報 告や 行 事の案 内 をし てお り、老 人 の心身 の 状態 や経 済 問題 など につ い て家族 の 相

談相 手に なっ てい た 。


